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げ 

ん
こ
ば
り

 

く
ら
っ
て　
た
ん
こ
ぶ

  　

目
に
な
み
だ

★９月　６日
　・・・昭和の縁日共催
★９月１２日
　・・・魚まちスケッチ
　　　　ツアーのもてなし

★４月２７日・・・第１回魚まちガイド講座
★５月１１日・・・第２回魚まちガイド講座
★５月２５日・・・第３回魚まちガイド講座
★６月　８日・・・第４回魚まちガイド講座
★６月２２日・・・第５回魚まちガイド講座
★７月１０日・・・日本風景街道会議
★８月　８日・・・西小学校平和学習講演会

　

ブ
リ
大
敷
網
を
小
型
化

し
た
落（
お
と
し
）網
の
一

種
で
大
正
時
代
に
開
発
さ

れ
た
と
い
う
。
一
統
（
※

１
）の
全
長
は
50
ｍ
ほ
ど
、

幅
は
広
い
と
こ
ろ
で
15
m
。

垣
網
か
ら
誘
導
さ
れ
「
運

動
場
」
に
入
っ
た
魚
は
、

「
登
り（
の
り
あ
が
り
と
も

い
う
）
」
に
溜
ま
る
の
で
、

「
箱
」
、「
落
と
し
」
と
せ
っ

て（
い
）
き
引
き
揚
げ

る
。
そ
の
形
状
は
、
家

族
単
位
な
ど
少
人
数

で
操
業
で
き
る
よ
う

考
案
さ
れ
た
も
の
で

あ
る
。

　

仕
掛
け
の
網
は
、手

作
り
ま
た
は
業
者
に

発
注
す
る
。現
在
の
網

の
材
料
は
、主
に
テ
ト

ロ
ン
糸
で
あ
る
。綿
糸

だ
っ
た
頃
に
比
べ
れ
ば

強
靭
に
な
っ
た
が
、そ

れ
で
も
破
れ
る
た
め
、

補
修
し
な
が
ら
5
〜

10
年
ぐ
ら
い
使
用
す

る
。網
目
は
イ
ワ
シ
な

ど
の
小
魚
が
逃
げ
な

い
よ
う
に
5
寸
を
12

で
割
っ
た
大
き
さ
。魚

種
は
、
カ
ツ
オ
の
エ
サ

と
な
る
イ
ワ
シ
類
か

ら
ア
ジ
、
カ
マ
ス
、
ア

オ
リ
イ
カ
、
カ
ワ
ハ
ギ
、ス

ズ
キ
な
ど
多
種
多
様
で
あ

る
。

　

漁
期
は
、
4
月
1
日
〜

9
月
30
日
ま
で
。
冬
場
は

輪
網
や
エ
ビ
網
な
ど
別
の

漁
を
行
う
。今
回
、お
話
を

聞
い
た
東
満
吉
さ
ん
の
船

で
は
、
早
朝
2
時
半
に
出

航
し
、
網
の
引
き
揚
げ
を

し
、魚
を
捕
獲
し
た
後
、す

ぐ
に
次
の
キ
ビ
ナ
ゴ
漁
に

備
え
る
。
キ
ビ
ナ
ゴ
は
夜

明
け
頃
に
網
に
か
か
る
こ

と
が
多
い
た
め
、
そ
の
習

性
を
活
か
し
、
他
の
魚
と

の
選
別
の
手
間
を
省
く
た

め
こ
の
よ
う
に
二
回
漁
を

行
う
と
い
う
。

　

漁
場
は
、
紀
伊
長
島
近

海
の
湾
の
入
口
な
ど
魚
が

回
遊
す
る
場
所
で
一
定
期

間
ご
と
に
他
の
船
と
交
替

で
場
所
を
移
す
。

　

漁
師
の
間
で
は
、
野
々

瀬
の
左
側
の
磯
は
、
産
卵

期
に
な
る
と
キ
ビ
ナ
ゴ
の

大
群
で
浅
瀬
が
真
っ
黒
に

見
え
る
た
め
「
や
ぐ
ろ

み
」、そ
の
近
く
の
た
く
さ

ん
魚
が
と
れ
る
場
所
を
、

「
銭
箱（
ぜ
ん
ば
こ
）」と
呼

び
、こ
の
辺
り
の
海
が
豊
か

だ
っ
た
こ
と
を
今
に
伝
え

る
。
漁
場
は
、
長
い
間
、
魚

つ
き
保
安
林
に
よ
っ
て
守

ら
れ
て
き
た
が
、近
年
、山

が
け
ず
ら
れ
る
な
ど
、
環

境
が
変
わ
っ
た
た
め
、魚
の

数
は
め
っ
き
り
減
っ
た
と

い
う
。い
つ
か
、
元
の
漁
場

に
も
ど
る
こ
と
を
願
っ
て

い
る
と
当
時
を
な
つ
か
し

み
な
が
ら
話
し
て
く
れ

た
。

　

▼
古
い
絵
図
を
頼
り
に
、
室

町
末
期
の
長
島
を
八
咫
烏
（
ヤ

タ
ガ
ラ
ス
）
に
な
っ
て
「
散
策
」

し
て
み
た
い
。
八
咫
烏
は
熊
野

神
の
使
い
だ
か

ら
、
時
空
を

飛
び
越
え
る
こ

と
な
ど
朝
飯
前

だ
。▼
赤
羽
川

河
口
に
は
、
橋

が
架
け
ら
れ
て

い
な
い
。
船
を

横
に
並
べ
板
を

渡
し
た
船
橋

だ
け
だ
。
敵
が

攻
め
寄
せ
た

ら
、
切
り
放
し

て
川
を
天
然
の

要
害
（
堀
）
に

す
る
。▼
松
本
の
多
く
は
、
後

世
の
埋
め
立
て
地
。
山
裾
の
わ

ず
か
な
土
地
に
は
荒
波
が
打
ち

寄
せ
、
道
が
細
く
伸
び
て
い
る
。

城
下
に
行
く
に
は
、「
惣
門
」（
そ

う
も
ん
）
と
言
わ
れ
る
城
戸
が

あ
り
、
門
番
が
見
張
る
。

▼
道
は
浜
へ
と
続
き
、
平
た
く

大
き
な
岩
が
横
た
わ
っ
て
い
る
。

「
平
岩
の
磯
」

で
あ
る
。▼
城

主
・
加
藤
甚
五

郎
（
注
１
）
の

屋
形
は
、
現
在

の
長
楽
寺
境
内

に
建
つ
。
山
側

に
は
「
容
膝
亭
」

（
よ
う
し
つ
て

い
）
と
呼
ば
れ

る
別
邸
も
あ
る

（
注
２
）。

【
第
２
回
へ
続
く
】

歩観会の活動報告

昔ながらの漁法・漁具昔ながらの漁法・漁具

魚まちに残る昔ながらの“味”

■調理方法 ・・・・・・・・・・・・・

■材　　料 ・・・・・・・・・・・・・

　朝晩、随分と涼しくなりました。秋の訪れです。
今回は鯖を使って、秋サバのカレー焼を作りまし
た。そして鯖のカレー焼にはほうれん草のソテー
が付け合せ。それがうちの正当な鯖のカレー焼ほ
うれん草のソテー添えです。

　秋サバは小さいけれど油があり美味しいです
ね。鯖だけでなく秋に美味しいお魚を紹介できた
らなって想っています。

鯖を焼いた後のフライパンをきれ
いにしておき、もう一度火にかけバ
ターを大さじ 1 ほど入れバターが
溶け始めたらほうれん草を入れて
ソテーします。

その 6：

焼色が付いたら表裏を返し中まで
火を通します。

その 5：

フライパンにサラダオイルを大さじ
2 ほど入れ、熱したところに鯖の皮
目を下にして入れます。

その 4：

小麦粉・カレー粉を混ぜ合わせ鯖
にまぶします。

その 3：

水分をペーパータオルでふき取り
塩・コショウをします。ほうれん草
は洗った後 4 センチほどの「ざく切
り」にしておき水気を切っておきま
す。

その 2：

鯖は 3 枚におろし小骨や腹の骨を
取り除き、三枚ほどに削ぎ切りにし
ます。

その 1：

連載：長島弁かるた
第９回＜け＞

長
島
弁
解
説

長
島
弁
解
説

ヤタガラス、室町末期の長島城下を行く【1】 名
所

を
歩
く

名
所

魚
ま
ち
の
名
所
・
旧
跡

味自慢味自慢
第９回：秋サバの
　　　  カレー焼

で遊んでみたら？遊んでみたら？で遊んでみたら？
ながしま弁ながしま弁ながしま弁

長
島
弁
解
説

　

げ
ん
こ
ば
り
は
、

げ
ん
こ
つ
で
な
ぐ
る

こ
と
。

　

昔
は
、近
所
の
人

も
、子
ど
も
が
悪
さ

を
す
る
と
頭
に「
げ

ん
こ
ば
り
」を
落
と

し
、言
う
こ
と
聞
か

な
い
子
は
、中
指
を

少
し
出
し
て
さ
ら
に

痛
く
し
ま
し
た
。

　

子
ど
も
は
、そ
の

痛
さ
で
、や
っ
て
は
い

け
な
い
こ
と
を
学
ん

だ
の
で
す
。

長島弁 意味 長島弁 意味

ケッツマゲル けつまずく ゲットウ 最後・ビリ

ケブタイ 煙（けむ）い ケンボ 怒りっぽい人

ケブライアッタカレ 証拠の分だけとりましたか？ ゲーゲー 吐くこと

その他「け」を使う長島弁

・材　料：鯖（一尾）、ほうれん草
・調味料：小麦粉（大さじ 1）、カレー粉（大
さじ 2）、塩、コショウ、サラダ油、バター

参
考
文
献
：
西
田
半
白
氏
著
『
新
長
嶋
風
土
記
』

　
　
　
　
　

長
楽
寺
さ
ん
所
蔵
『
古
戦
場
古
跡
図
』 

小大謀網（こだいぼあみ）小大謀網（こだいぼあみ）

提供：「きいながしま・おかずの店ブログ」
http://okazunomis.exblog.jp/

古道魚まち歩観会（会長　古道魚まち歩観会（会長　大橋　宏毅大橋　宏毅）
東紀州地域交流空間整備事業の一環で組織されたグループ。東紀州地域交流空間整備事業の一環で組織されたグループ。
“熊野古道のロマン”と“漁師町の温もり”とのふれあいがもたらすやすらぎの交流空間作りをテーマに、行政だけにたよらない住民主体のまちづくりを目指す。“熊野古道のロマン”と“漁師町の温もり”とのふれあいがもたらすやすらぎの交流空間作りをテーマに、行政だけにたよらない住民主体のまちづくりを目指す。これまでこれまで
に案内サインや石道標の設置、ホームページの開設、まち歩きマップや通信の作成、ガイド養成講座を実施。今後、交流拠点づくりに取り組む予定。に案内サインや石道標の設置、ホームページの開設、まち歩きマップや通信の作成、ガイド養成講座を実施。今後、交流拠点づくりに取り組む予定。
（紀北町紀北町商工会・熊野古道語り部・紀伊長島ふるさと懇話会・ツツラト峠を守る会・ギョルメ舎フーズ㈱・水産加工業協同組合・商工会・熊野古道語り部・紀伊長島ふるさと懇話会・ツツラト峠を守る会・ギョルメ舎フーズ㈱・水産加工業協同組合・紀北国際交流協会紀北国際交流協会・紀北町観光協会・紀北町観光協会・
三重県建設業協会の各代表、自治会、これまで街づくりに取り組んできた方々、まちづくりに興味のある一般住民で組織。アドバイザー小倉肇、同 北村博司）三重県建設業協会の各代表、自治会、これまで街づくりに取り組んできた方々、まちづくりに興味のある一般住民で組織。アドバイザー小倉肇、同 北村博司）

古道魚まち歩観会（会長　植田　芳男）
東紀州地域交流空間整備事業の一環で組織されたグループ。
“熊野古道のロマン”と“漁師町の温もり”とのふれあいがもたらすやすらぎの交流空間作りをテーマに、行政だけにたよらない住民主体のまちづくりを目
指す。これまでに案内サインや石道標の設置、ホームページの開設、まち歩きマップや通信の作成、ガイド養成講座を実施。今後、交流拠点づくりに取り
組む予定。
（紀北町商工会・熊野古道語り部・紀伊長島ふるさと懇話会・ツツラト峠を守る会・ギョルメ舎フーズ㈱・水産加工業協同組合・紀北国際交流協会・
紀北町観光協会・三重県建設業協会の各代表、自治会、これまで街づくりに取り組んできた方々、まちづくりに興味のある一般住民で組織。アドバイ
ザー小倉肇、同 北村博司）

昔ながらの漁法・漁具 小大謀網（こだいぼあみ）

※
1
：
一
統
…
ひ
と
つ
の
仕
掛
け

（
注
１
）
室
町
初
期
以
来
の
領
主
・
加
藤
氏
の
五

代
目
。
織
田
家
に
仕
え
、天
正
四
年（
一
五
七
六
）、

命
に
よ
り
熊
野
に
出
陣
。
し
か
し
新
宮
の
堀
内
氏

や
熊
野
侍
に
敗
れ
、
長
島
城
は
炎
上
、
自
刃
し
た
。

（
注
２
）
甚
五
郎
が
自
刃
し
た
場
所
で
あ
る
。
城

腰
山
中
腹
に
は
甚
五
郎
墳
墓
（
五
輪
塔
）
が
残
る
。

↑西小学校平和学習講演会の様子
歩観会から３人が講師に招かれ、
昔の生活と戦争体験について話した。


